
《演者》 玉置 妙憂氏

《司会》 水野千鶴 医師 西区医師会 副会長

《挨拶》   増田英明 医師 西区医師会 会長

【主 催】横浜市西区医師会・西区在宅医療相談室

お申込み・お問合せはこちらから！
電話あるいは二次元コードよりお申込みください

 

申込み期限：2026年10月13日㈫  ～ 2026年11月19日㈭

＊申し込みの上ご参加ください 来場先着35名に達し次第受付終了となります
   ＊ご来場の際は公共交通機関または近隣の民間有料駐車場をご利用ください
   ＊一般の方、在宅療養を担う医療ケア関係者等どなたでもご参加いただけます

045-620-5830

看護師・僧侶・スピリチュアルケア師・ケアマネ－ジャー・看護教員

東京都中野区生まれ。専修大学法学部法律学科卒業。国際医療福祉大学大学院修士課程保
健医療学看護管理専攻看護管理学修士。

夫を在宅で看取ったことをきっかけに、出家。高野山での修行を経て、高野山真言宗阿闍
梨となる。現在は非営利一般社団法人「大慈学苑」並びに「日本スピリチュアルケア実践
協会」を設立し、終末期、ひきこもり、不登校、子育て、希死念慮、遺族の喪失悲嘆まで、
幅広いスピリチュアルケア活動を実践している。
著書『まずは、あなたのコップを満たしましょう』（飛鳥新社）

『困ったら、やめる。迷ったら、離れる。』（大和出版）
『死にゆく人の心に寄りそう 医療と宗教の間のケア 』（光文社新書）他多数

ラジオニッポン放送「テレフォン人生相談」パーソナリティ。

日時：2026年  11月27日（金）
14:00～15:30（開場13:40）

会場：西区医師会館 4階会議室
横浜市西区中央1‐15‐18

大切な人との別れは、誰にとっても避けることのできない人生の出来事です。
悲しみは消えるのではなく、その人とのつながりを胸に抱きながら形を変えて
続いていきます。今回は、看護師・僧侶である玉置妙憂氏が、グリーフケアの視点
から悲しみとともに生きることについてお話します。
ご自身やご家族のこれからを考える機会として、また在宅療養や看取りについて
考えるきっかけとしても是非ご参加ください。

参加費
無料

先着
35名

玉置妙憂氏（たまおきみょうゆう）

「悲しみの中に咲く」
～かたちを変えて続くふたりの物語～

「 悲しみの中に咲く」 
 ～かたちを変えて続くふたりの物語～

市民啓発講演会

講師

市民啓発講演会


	スライド 1

